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上

に

-

だ

さ

い

O

(

妻
ス
ポ
ッ
ト
)

L

一

れ

ま

す

-

日1 5 昭和 40年 11A 

所行発

第 11 7ザ(1) 

11月
所

務課

(月1回発行)

役

集

市がH

編

大

総

口 41.665

513 19.973 
女 21.692

世帯数 10.090 
以上は住民登録によるもの

面積 240.93平方
キロメートル

ノ

五
年
前
よ
り
三
千
四
百
減

め

?ミ

間

自B

ーコ

山

こ
の
ほ
ど
十
月
一
日
に
実
施
し
た
白
雪
調
査
に
も
と
づ
く
本
市
人
口
の
概
吹
か
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
に
よ
る
と
本
市
の
総
人
口
は
三
十
年
の
四
万
六
千
八
百
人
を
ピ

ー
ク
に
減
少
の
傾
向
を
た
ど
り
、
総
人
口
四
万
百
六
十
五
人
と
前
回
三
十
五
年
の
そ
れ

に
出
べ
=
一
千
四
百
十
八
人
と
大
幅
に
減
少
、
か
ろ
う
じ
て
四
万
台
を
維
持
し
て
い
ま
す

一市にとどまりました。

昭和初年国勢調査大洲市人口概数

ひ
き
に
げ
事
故
に

協
力
を



HIHU一
ら
な
い
仕
事
と
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。

し
た
か
ら
だ
を
も
み
ほ
ぐ
す
の
で
一
一
一
機
械
辞
退
ん
て
二
十
四
時
間
コ
一
交

不
眠
性
、
し
も
や
け
、
神
経
痛
、
三
替
の
作
業
を
や
る
の
で
婦
人
の
深
夜
労

低
血
圧
、
貧
血
性
な
ど
に
よ
い
。
三
働
を
禁
止
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
か
り

三
男
が
こ
れ
に
代
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
っ

④
正
し
い
使
い
方
一
一
こ
、
舌
一
。

一
枚
に
広
げ
て
掛
け
、
折
り
重
ね
一
一
一

j
L
F野
さ
ん
の
随
筆
の
ぞ
一

号
、
さ
め
た
ま
ま
で
ス
イ
ッ
一
一
部
分
の
概
略
で
す
が
、
い
ず
れ
も
そ
の

チ
を
入
れ
な
い
こ
と
。
メ
ー
カ
ー
三
背
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
が
品
号
品
れ

一
臼
ま
で
の
日
曜
祭
日
(
六
日
間
)
を
利
一
ら
れ
ま
し
た
。
一
一
般
l
徳

白

哲

雄

、

高

校

|

須

内

竹

の

使

用

蓄

を

よ

く

読

み

ま

し

ょ

う

一

一

一

て

い

て

、

考

え

さ

せ

ら

れ

ま

し

た

。

一
用
し
て
行
な
わ
れ
た
芳
三
回
ス
ポ
ー
ツ
一
優
勝
者
(
敬
祢
略
)
一
則
、
中
学
l
佐

々

木

文

雄

一

一

一

男

性

の

美

容

師

・

タ

7ゾ
l
の
婦
人

一

祭

は

、

天

候

に

恵

ま

れ

老

若

男

女

お

よ

一

マ

柔

道

一

マ

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

一

一

一

運

転

士

守

口

ん

・

ピ

ル

の

外

琴

佐

盛

り

か

一

一

一

一

二

え

る

婦

人

ペ

ン

キ

工

な

ど

、

ま

だ

ま

だ

一
そ
千
人
が
、
地
域
、
職
域
を
代
表
し
て
一
一
般
l
大
洲
農
校
、
中
学
l
北
中
、
一
菅
田
チ
1
ム

一

一

一

一

一

一

1
H
i
l
l
i
-
-
H
l一
男
と
女
の
仕
事
で
こ
れ
ま
で
の
輩
酬
を

一
参
加
、
動
載
を
一
展
開
し
ま
し
た
。
一
少
年
個
人
l
中

塚

、

大

西

、

酒

井

一

マ

サ

ッ

カ

ー

一

一

一

一

白

一

破

っ

た

現

象

が

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

一

本

大

会

も

回

を

重

ね

て

三

回

、

次

第

一

マ

剣

道

一

一

般

l
新

手

l
ム
、
中
学
l
新

谷

と

お

り

。

一

平

小

学

校

目

白

日

首

一

ま

し

ょ

う

。

一
に
氏
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
り
し
く
熱
の
は
一
一
般
車
l
奇

襲

一

般

豊

中

郵

政

局

長

表

彰

、

大

州

市

役

所

貯

金

団

一

大

洲

公

会

堂

口

、

切

口

、

7

一
勤
労
一
請
の
日
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

一
い
っ
た
大
会
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
一

l
上
須
戒
、
高
校
団
体
l
帝
京
五
一
尚
一
V
庭

球

体

一

※

以

上

時

聞

は

午

後

一

時

三

十

分

か

一

さ

せ

ら

れ

ま

し

た

。

一

一

一

字

同

大

洲

病

院

貯

金

団

体

一

ら

三

時

ま

で

一

一
か
し
な
が
ら
、
休
日
利
用
と
多
く
の
会
一
中
学
団
体
!
北
申
A

一
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
A
l
桧

回

、

河

一

一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
8
1
1
i
1
J

一

一

一

同

大

洲

精

神

園

貯

金

旦

保

宇

野

一

円

川

川

川

川

川

l
J

一
場
長
か
れ
て
の
さ
の
せ
い
か
も
う
一
個
人
一
般
l
在

、

同

震

A
l森
一
回
組
、
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
B
l
福

体

一

平

地

上

八

刀

館

日

月

四

日

ロ

月

6
日一

Z
A隈
の

レ

路

リ

一

一
ひ
き
盛
り
上
り
が
少
な
い
と
い
-
ユ
円
一
岡
、
同
一
口
同
校
B
i
入

口

一

積

、

音

組

同

大

洲

君

国

婦

人

会

貯

一

平

野

連

絡

所

日

月

初

日

目

7
日一一

1
d司
t
1
1
2，
一

一
も
な
い
で
は
な
い
よ
う
で
す
o
運
営
L
」

マ

卓

球

一

ム

パ

ト

ミ

ン

ト

ン

ら

一

金

組

合

一

※

以

上

時

間

は

午

後

二

時

か

ら

一

ニ

時

-
l
i
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1

の
も
の
に
は
問
題
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
一
団
体
l
大
洲
郵
便
局
、
個
人
君
ナ
l
一

男

子

ダ

ブ

ル

ス

!

河

川

、

近

藤

組

、

ぐ

一

な

お

、

大

洲

若

宮

婦

人

会

貯

金

組

合

一

ま

で

一

十

一

月

の

健

康

一
い
ず
れ
に
し
て
も
、
い
ま
話
題

ω。
体
一
森
山
、
同
女
子
l
辻

一

男

子

シ

ン

グ

ル

ス

1
河

田

、

混

合

ダ

や

一

は

、

大

蔵

大

臣

な

ら

び

に

日

銀

総

裁

表

一

南

久

米

中

学

校

講

堂

一

冬

を

快

適

に

過

す

た

め

に

は

、

ま

ず

一
力
づ
く
り
運
動
寸
に
呼
応
し
て
、
市
民
一
マ
弓
道
一
プ
ル
ス
|
稲
谷
、
祖
母
井
組
一
加
藤
恭
一
泊
氏
所
行
の
重
史
文
化
財
大
言
し
た
o

修

理

の

あ

ら

ま

し

は

次

の

よ

隅

一

彰

と

し

て

、

二

日

松

山

で

行

な

わ

れ

た

一

日

月

目

日

ロ

月

l
日
一
寒
さ
に
耐
え
う
る
体
力
を
つ
く
る
こ
と

一
が
こ
う
い
う
隣
会
を
と
り
え
、
自
ら
が
一
一
般
男
子
l
釘
本
弟
、
同
玄
チ
l
梶

一

マ

野

球

一

洲

城

三

の

丸

の

耐

隅

栴

は

、

昨

年

十

二

う

な

も

の

で

し

た

。

南

一

地

方

表

彰

式

に

参

列

し

ま

し

た

。

一

南

久

米

罪

前

一

で

す

。

一
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
こ
一
震
E
J
1王
子
|
亀
H
怠

一

肱

型

l
ム

一

月

か

ら

程

修

理

を

し

て

い

ま

た

か

一

総

工

費

約

七

百

九

十

万

円

(

国

語

た

-

(

大

洲

郵

便

局

)

一

日

、

目

ロ

、

2

一
こ
の
ご
ろ
、
や
た
ら
と
栄
君
子
飲

一

一

f
、
い
け

I
J

一

一

一

し

一

一

※

以

上

時

間

は

午

後

一

時

半

t
一
一
時
一
む
傾
向
か
あ
り
ま
す
が
、
苛
自
の
体
で

一

そ

意

義

が

あ

る

と

思

い

ま

す

。

一

マ

ソ

フ

ト

ポ

ノ

一

一

十

月

末

立

派

に

修

完

成

し

て

、

再

び

1
9

、

理

一

三

善

で

人

権

相

談

一

半

一

は

、

薬

よ

り

も

、

バ

ラ

ン

ス

の

と

れ

た

一
本
大
会
の
優
勝
右
が
次
の
と
お
ηき
一
肱
問
チ
i
ム

一

一

焔

一

一

胞

な

伶

容

を

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

一

解

体

前

の

実

測

調

査

、

記

録

写

真

喜

一

一

八

多

喜

一

連

絡

所

一

食

事

公

十

分

と

る

こ

と

が

た

い

せ

つ

で

一

t
i
t
i
i司、、、、
PKEbabah、
s
h
i
s
h
-
t
i
i
i
i
i

一

図

面

作

成

の

の

ち

解

体

。

石

垣

の

穫

刷

一

0
と
き
十
一
月
二
十
九
日
一
日
月
白
日
月
山
日
一
す
。
そ
こ
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

一

一

林

、

大

川

、

大

瀬

、

一

長

浜

O

八

九

三

O

七

一

み

M
V九
工
事
な
ど
を
八

zU基
礎

工

事

解

一

午

前

十

時

t
午
後
三
時
一
※
時
間
は
一
時
土
一
時
一
と
は
・
。

一

お

日

か

ら

全

国

即

時

に

一

立

川

へ

の

通

話

が

準

一

(

守

町

む

)

O

八

在

一

一

九

七

一

円

H
H十
日

十

刊

誌

匂

一

議

し

た

っ

賀

状

は

一

0
と
こ
ろ
一
一
一
善
公
民
館
一
長
問
問
問
月
幻
日
日
丹
羽
目
一
一
一
当
ば
河
誌
は
持
討

一

一

市

内

通

話

に

な

り

ま

す

川

q九
一

一

一

正

一

宅

空

2、
萱

M
h
g
E
こ
の
修
理
工
事
の
話
市
財
保
護
一
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き
以
外
の
一
こ
の
相
談
所
は
、
み
な
さ
ん
の
人
権
一

H
4
1
0
一
)
は
ぜ
ひ
と
り
た
い
も
の
で
す
o

そ

一

H
へ

の

通

話

一

す

。

一

一

一

、

「

準

市

2
2
7
;
1
0屋
根

工

事

、

三

香

川

1
工

事

審

上

回

虎

介

は

室

長

っ

て

年

賀

状

き

し

出

一

話

料

梓

弓

持

L七
ド

七

ド

町

一

れ

も

で

2
2
2
a

一

一

て

「

準

市

内

通

話

」

の

一

料

金

正

は

2取
り

替

え

、

壁

工

事

一

氏

、

?

出

和

夫

氏

の

理

局

一

す

と

き

は

、

は

が

き

の

表

面

の

息

子

こ

ど

っ

ぞ

/

事

圃

温

圃

掴

唖

圏

一

切

開

肝

心

針

転

日

一
き
た
宇
一
月
一
一
大
臼
か
ら
、
東
一
主
な
通
話
話
料
金
は
、
つ
ぎ
の
と
一
か
け
方
一

ωダ
イ
ヤ
ル
で
お
か
け
に
な
っ
た
と
一
こ
れ
ら
の
工
事
は
す
べ
て
旧
工
法
に
一
到
な
専
門
技
術
や
そ
の
他
関
係
者
五
す
い
と
こ
ろ
へ
必
ず
二
通
ご
と
に
一

l

松
山
地
方
法
務
局
大
洲
支
局
面
倒
融
関
酬
脳
脳
阻
一

一

現

在

、

神

戸

、

富

な

ど

全

国

あ

一

お

り

で

す

。

一

次

の

考

古

L
局
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
す

τこの
局
へ
も
一
〉
ご
と
に
七
円
の
一
よ
っ
て
行
な
い
、
使
用
で
き
る
材
は
一
の
ご
男
高
言
し
た
。
一
(
年
賀
)
と
赤
で
会
い
一
之
だ
さ
一

l

i

l

i

-

-

一

圃

園

田

園

田

園

圏

一

署

色

野

来

に

ん

じ

ん

は

カ

ロ

ヨ

間

百

詰

与

一

号

当

日

巨

体

弓

詰

守

度

十

九

j
出

匹

見

(

市

教

書

会

)

一

片

昨

日

韓

止

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

一

時

立

時

一

和

問

書

記

2
一
ぎ
す
る
「
即
時
過
話
」
に
な
り
手
。
一
金
の
一
一
一
分
の
一
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
一
芸
待
ち
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
お
つ
な
一
同
一
O
O
番
へ
お
申
し
込
み
に
な
っ
一

J

2

一

一

予

防

接

種

一

さ

ん

が

、

自

治

研

修

と

い

う

雑

誌

に

H

一

た
一
一
、
「
一

O
二
一
番
」
あ
っ
一
東
京
四
一
一
白
書
屋
一
一
一
一
八
円
一
ぎ
し
ま
す
o

一
た
と
き
c

一

年

末

の

郵

一

F乙
は
1
月

日

日

一

お

そ

れ

が

あ

り

ま

す

。

一

一

男

の

仕

事

・

女

の

仕

事

μ

と
い
う
壁
一
べ
る
こ
と
で
す
o

三
ミ
い
の
即
時
通
話
の
一
京
都
一
一
七
九
円
大
阪
一
西
O
円
一
通
?
コ
料
金
を
お
知
り
伝
子
の
一
ニ

Eで
は

一

二

円

で

あ

と

一

一

に

事

ス

ム

l
一

年

5
2
1二
閣

官

一

言

者

互

い

て

い

子

。

食

持

三

ご

は

を

に

優

秀

一
か
け
方
一
週
戸
二
四
O
円
広
島
九
O
円
一
た
い
討
叫
赤
電
吉
、
り
お
か
げ
に
す
口
と
に
七
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
一
で
を
ズ
に
取
り
は
一
年
末
の
小
包
輸
送
は
遠
い
と
こ
ろ
一
一
滴
一
一
一
カ
月
以
上
の
者
(
当
日
申
込
み
一
農
村
視
察
に
出
か
け
ら
れ
た
安
さ
一
で
ん
芝
居
、
カ
ロ
リ
ー
化
す
る

一
「
一

2
一
番
」
申
『
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
す
一
別
府
一
O
八
円
福
岡
一
五
六
円
一
な
る
き
は
「
一

o
o
p
へ

お

申

し

す

電

話

か

ら

の

料

金

は

最

初

の

一

二

分

ま

一

ま

力

抗

町

村

山

一

日

十

日

時

間

日

目

一

市

役

所

貯

金

団

体

ほ

か

一

昨

日

下

除

き

ま

す

っ

一

切

目

前

向

世

間

切

一

た

め

に

BIZ-ら
ご
は

一

軒

官

官

下

軒

町

一

時

五

日

開

一

諒

一

J
qぃ
。

市

外

局

番

一

ド

許

可

一

分

ご

と

に

青

一

日

市

い

ろ

い

ろ

の

7ま
す

の

で

小

包

は

き

も

一

昨

日

間

目

立

担

到

同

盟

岳

民

即

時

将

民

民

一

時

刊

誌

に

い

パ

ン

や

め

ん

類

を

一

を

お

つ

げ

に

な

っ

て

、

そ

の

ま

ま

お

待

一

今

治

主

一

円

一

肱

川

O

八

九

三

O

四

一

語

く

わ

し

い

こ

と

は

電

話

コ

西

一

』

襲

を

拡

充

一

十

二

月

十

五

日

ご

2
z
t一
一
臓
そ
の
他
内
臓
二
異
常
の
あ
義
一
つ
げ
ら
婦
人
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
、
一
芝
、
重
労
働
を
す
ぷ
人
た
ち
は
そ

一
ち
く
た
さ
い
す
ぐ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。
一
十
一
月
二
十
八
日
か
ら
一
季
林
O
八
九
三
O
五
「
0
番
」
料
金
係
へ
お
問
い
あ
わ
せ
く
一
日
便
悲
し
三
年
賀
状
は
年
内
に
さ
し
出
さ
れ
た
も
一
郵
政
省
で
は
、
世
界
震
デ
l
に
ち
一
病
後
衰
弱
者
、
思
リ
ン
パ
宣
る
こ
と
O

L

一
の
量
を
ま
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

.

二

、

料

金

一

長

浜

、

肱

川

、

予

子

一

大

|

O

八

九

一

ニ

旦

ハ

「

さ

;

て

郵

を

期

し

て

い

一

の

が

な

る

べ

三

互

に

配

達

さ

れ

る

一

芝

で

十

月

三

十

日

東

京

会

館

に

秩

父

一

の

疑

い

の

あ

ろ

者

、

妊

娠

七

カ

月

セ

イ

ロ

ン

の

婦

人

会

長

お

話

し

の

一

防

寒

準

備

は

早

自

に

一

一

パ

I
1
1
1
J
一

L

一
は
末
ま
す
が
、
主
ょ
う
十
二
月
一
一
十
一
百
三
で
に
一
宮
妃
殿
下
を
お
迎
え
し
て
郭
便
貯
金
一
以
上
の
者
一
目
、
回
数
闘
で
は
一
人
の
男
性
は
四
一
天
候
も
不
順
が
ち
な
十
一
月
の
こ
と

綱

相

舗

矧

」

一

私

製

の

電

話

番

号

薄

に

一

Z

末
ま
ま
つ
大
一
阜
め
こ
お
さ
し
出
し
く
だ
さ
い
。
一
事
業
こ
功
績
の
あ
っ
た
費
量
妻
。
料
金
一
人
ま
で
蓑
一
を
め
と
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
一
冬
基
に
心
は
せ
か
れ
て
も
な
か
な
か

γ込
麟
壁
一
ご
注
意
一
市
}
年
な
劃
川
君
一
園
長
の
あ
て
名
は
く
わ
し
く
正
確
一
白
金
団
体
お
よ
び
貯
金
請
功
績
一
生
後
一
年
未
満
の
者
五
O
円
一
い
る
が
、
こ
れ
は
一
種
の
農
業
労
働
力
一
思
っ
さ
つ
に
け
き
ま
芝
。
事
選

狩
F

引っ

J
J
一
最
近
日
本
通
信
社
葬
の
大
洲
市
電
一

.4

物
が
出
廻
り
一
に
一
者
の
翠
宗
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
二
才
以
上
小
学
校
入
学
前
の
者
一
の
提
供
で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
。
そ
し
一
盟
主
婦
の
つ
あ
で
も
、
書
量

~
h
M
4
A
ド

濁

川

比

二

一

一

一

こ

の

表

彰

に

と

も

な

い

松

山

郵

政

局

一

九

C
円
一
て
そ
れ
が
男
一
人
を
遊
ば
せ
て
お
く
こ
一
な
ど
の
手
入
れ
や
、
庭
の
値
木
、
草
花

L
《
ト

d
皐
引
調
和
J

一

士

話

番

号

早

見

簿

を

各

電

話

加

入

者

へ

配

一

と

く

に

十

三

年

賀

状

の

あ

て

名

は

と

か

く

簡

単

一

一

一

一

γ
刊

誌

戸

一

一

一

一

一

で

は

、

十

一

月

一

百

午

前

十

一

時

か

ら

一

小

・

中

学

術

児

章

一

二

一

O

旦

と

に

た

り

、

文

似

の

向

上

を

阻

害

し

て

一

の

霜

よ

け

な

ど

は

、

ご

主

人

が

分

担

レ

持

ν
F恥
帆

制

堅

一

ア

布

さ

れ

て

い

る

よ

う

で

す

が

、

こ

の

番

一

月

後

半

は

平

常

日

の

三

倍

か

ら

八

倍

の

一

に

書

き

が

ち

で

す

が

一

一

一

一

lm
同
盟
舞
一
言
は
公
社
と
は
患
の
お
で
あ
一
郵
便
物
最
品
つ
こ
と
に
な
り
三

H

都
道
府
県
季
語
何
々
方
H

一
郡
日
間
一
時
照
明
日
間
野
一
0
時

間

開

設

一

般

二

一

O

円

一

持

活

時

ロ

ン

の

婦

人

が

一

行

主

諮

問

在

日

口

ア
ん
山
一
三
ー
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
の
で
ぶ
の
こ
と
が
り
に
つ
い
て
南
一
と
、
か
た
書
塁
手
書
く
一
思
量
ば
れ
て
こ
の
式
典
に
参
列
し
一
場
所
百
二
回
一
む
か
し
か
り
織
物
工
場
の
く
り
常
一
宮
。
と
く
に
観
毒
物
で
問
要

喝
会
〆
九
円
ょ

L
d万
二
大
洲
-
意
報
電
話
局
一
者
各
位
の
理
解
あ
る
協
力
を
お
願
い
し
一
わ
し
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
一
ま
し
た
。
一
久
米
小
学
校
日
月
W
日
日
月
凶
日
一
業
は
婦
人
と
き
ま
っ
て
い
た
の
た
カ
葺
一
も
の
泊
、
い
ち
ど
霜
に
当
て
る
と
借
れ

一
ま
す
。
圏
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き
以
外
の
年
一
大
洲
局
関
係
の
被
考
彰
回
体
は
次
の
一
室
戸
多
幼
稚
園
口
、
徳
川
、
お
一
近
は
、
必
ず
し
も
婦
人
で
な
け
れ
ば
な
一
て
し
ま
い
ま
す
。

(2) 

代
表
ら
千
人
が
参
加

新

刊

図

書

案

内

!
大
洲
市
立
図
書
館

l

盛

大

に

ポ

!

世
界
原
色
百
料
事
典
芳
一
巻

図
説
国
民
の
歴
史
第
六
巻

人
物
・
日
本
の
歴
史
第
八
巻

愛
媛
県
金
石
史

思
想
の
歴
史
第
六
巻

母
な
れ
ば
教
師
な
れ
ば

釣
り
仕
掛
集

世
界
文
月
茎
集
芳
一
干
一
巻

世
界
の
中
の
日
夜
経
済

三
分
開
昔
話

日
本
の
将
来

長
生
き
健
康
の
秘
密

勝
つ
た
め
の
条
件

人
形
佐
七
捕
物
帳

H

第

三

回

ツ

祭
ι

ス

日1 5 昭和 40年 11月

第
一
・
二
着

戦
争
の
文
学
芳
五
呑

東
北
の
温
泉
カ
ラ
i
ブ
ッ
ク
ス

ゴ

ル

フ

カ

ラ

l
ブ
ッ
ク

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
カ
ラ
l
ブ
ッ
ク

ゴ
ル
フ
金
言
集

今
日
の
俳
句

友
情
パ
ン
サ
イ

青
春
と
は
な
ん
だ

死
火
山
の
肌

詰
め
腹

サ
ラ
ダ
ブ
ッ
ク

学
習
百
別
事
典

大
字
典

京
部
歴
史
散
歩

水
の
よ
う
に

日
本
の
女
性
史

抱
擁
家
族

わ
し
は
、
わ
し
の
道
を
行
く

事膜

南
隅
や
ぐ
ら
修
復
な
る

居:;;F肘響調第 11 7号

全
国
愛
石
一
一
総
鑑
昭
和
四
十
年
版

主
さ
ま
の
童
話
集

お
ひ
め
ざ
ま
の
童
話
集

団
本
児
童
文
学
金
集
8
善
太
と
三
平

秘
密
を
探
検
し
た
人
々

世
界
の
屋
根
に
い
ど
ん
だ
人
々

学
歴
は
な
く
て
も

民
つ
く
り

わ
が
青
春
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
頂

河
野
一
郎
自
伝

入
閣
の
心
得

秋
篠
寺
・
法
草
寺

古
戦
場
の
旅

名
城
名
鑑
上
・
中
義

目
で
見
る
日
曜
大
工

テ
ー
ブ
ル
マ
ジ
ッ
ク
入
門

ト
ラ
ン
プ
占
い
と
遊
び
方

天
野
の
初
歩
麻
雀

安
眠
毛
布

数
枚
重
ね
る
以
上
に
保
温
効
果
を

あ
げ
る
。

②
重
い
ふ
と
ん
は
脳
卒
中
の
も
と

重
い
掛
ふ
と
ん
を
何
枚
も
か
け
て

寝
る
の
は
一
晩
中
間
酬
の
圧
力
を
た

か
め
、
脳
血
管
に
悪
影
響
を
与
え

る。
③
温
泉
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
同
じ
効

巣篭
気
毛
布
は
全
身
を
ス
ッ
ポ
リ
暖

め
、
昼
間
の
疲
れ
や
寒
さ
で
緊
張

近
年
普
及
ぶ
り

が
め
だ
っ
て
き
た

電
気
毛
布
は
、
安

ユ

全

性

が

保

証

さ

れ

=

利

点

も

多

い

た

め

一
一
老
人
や
成
人
病
の
方
に
は
最
適
。

一
一
①
軽
く
て
暖
か
い
厚
い
ふ
と
ん
を

世
界
格
言
辞
典

拳
銃
を
磨
く
男

黄
土
の
奔
流

家
庭
と
の
戦
い

悪
魔
の
百
唇
譜

ト.，、


